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１．訓練目的

内部火災事象に対して，火災特有のマルファンクション（プラント状態の把握を困難とする
想定等）を付与し，要員の事故対処能⼒向上を図る。
訓練シナリオ作成の前提条件
 訓練シナリオ上，火災規模を上げる等の実効性向上を図る状況を付与するため，耐震設計上破損しない機

器の破損による火災発生や消火設備が機能しないこと，複数区画での火災重畳を想定する。
 原災法15条に該当するGE事象及び炉心損傷を発生させるため，内部火災だけでなく，必要により地震等の

外部事象を重畳させるものとする。
 内部火災が原因でSE事象に至るものとする。
 適合炉1基は炉心損傷に至るものとする。
 実働による模擬消火活動訓練を⾏う。
 公設消防による消火活動はシナリオ上，期待しない。
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２．内部火災のシナリオ案選定
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３．マルファンクションの設定

火災特有の事象として挙げた以下のポイントに基づき，事故対処能力向上が期待できる
マルファンクションを設定する。

火災特有の事象 内容

体制変更
・運転員の現場派遣により，通常の事故故障対応と異なる体制となる。

【運転員の減少】
・火災による負傷者発生のリスクが高い。 【現場要員の減少】

煙の充満

・煙が火災区域や隣接区域に充満することで視界不良が発生する。
⇒・消火活動の阻害
・アクセスルート通行不可（機器操作阻害，立入制限）

・安全管理の徹底が必要となる。
⇒・バックドラフトの考慮
・退路確保

監視不能
・火災発生により複数の計器指示が見えなくなる。
⇒機器の使用可否判断，代替監視及び操作が必要
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３．マルファンクションの設定
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３．マルファンクションの設定
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３．マルファンクションの設定
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４．シナリオ案

＜凡例＞赤字︓火災直接影響・対応 ⻘字︓火災波及影響 下線︓初発のEAL
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（参考）「 」の火災範囲
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